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虫 T. mobilensis を評価対象としても抗トリコモナス活性試験を実施しており、その結果、既存
薬メトロニダゾールは両方の原虫に対して強い殺活性を示したが、一方で、BNTX やその誘
導体（4-iodo-BNTX）は T. mobilensis には全く殺活性を示さなかったと記述している。そして
この結果は、BNTX 誘導体の作用機序が、既存薬メトロニダゾールとは異なる作用機序であ
ることを示す有力な根拠の一つであると結論付けている。 




反応は進行せず、モルヒナン骨格の C 環が 5 員環に環縮小した新奇化合物（メチルエステ
ル誘導体やスピロγラクトン誘導体）が生成することを明らかにしている。さらに、その反応が
進行するための反応条件や基質の適用範囲について詳細に検討を行っており、その結果、
この C環縮小反応は、4，5-エポキシ環（E環）により誘起された C環の平面性と 5位水素の



































































平成 ３１ 年 ２ 月 ８ 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出
席のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
